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一
人
た
り
。
天
正
六
年
十
月
荒
木
癖
棒
守
村
宜
‘
信
長
と
手
切
に
及

ぴ
、
右
七
人
衆
と
共
に
嬬
州
の
城
に
楯
範
り
、
信
長
京
都
よ
り
馳
向
は

る
と
い
へ
ど
も
、
高
山
・
中
川
等
が
あ
ら
ん
限
は
、
一
職
叶
ふ
べ
か
ら

宇
と
評
議
あ
る
内
、
京
都
南
盤
寺
へ
人
を
馳
せ

τ字
流
食
を
招
き
.

高
山
宥
近
勝
監
は
第
一
の
徒
弟
の
由
。
将
軍
義
昭
公
費
寺
に
蹄
依
せ

ら
れ
・
信
長
共
の
皆
を
以
て
天
下
を
征
伐
す
。
汝
速
に
在
岡
の
城
に

入
っ
て
高
山
を
味
方
に
附
す
ぺ
し
。
功
成
ら
ば
法
を
弘
む
る
事
は
盤

の
憧
・
な
る
べ
し
。
尾
州
清
測
に
も
末
寺
を
建
立
す
べ
し
と
有
り
け
れ

ば
、
字
流
食
悦
び
、
頓
て
高
山
が
陣
中
へ
馳
せ
行
き
、
爾
々
の
由
を

一
宮
ひ
け
れ
ば
.
高
山
絡
に
宗
旨
の
錆
に
信
長
に
随
ふ
。
此
の
趣
を
申

し
け
れ
ば
、
則
ち
菅
谷
九
右
衛
門
を
以
て
前
後
御
取
計
あ
り
。
扱
高

山
方
廷
は
揚
州
高
槻
に
於
て
七
高
石
賜
は
り
、
後
に
は
同
国
花
隈
に

て
十
二
高
石
の
領
主
と
成
り
、
此
の
宗
門
第
一
の
礎
也
。
是
が
震
に

清
洲
に
も
南
笹
寺
諮
立
あ
り
。
然
る
に
柳
」
捌
に
て
、
佐
久
間
盛
政
が

震
に
中
川
瀬
兵
衛
敗
軍
の
時
、
高
山
陣
を
引
き
、
人
の
噺
を
願
宇
‘

識
を
破
る
を
耽
と
せ
占
1
0

秀
吉
公
此
の
宗
門
制
禁
の
時
、
改
宗
も
せ

・
宇
紀
州
へ
浪
人
す
。
加
賀
大
納
言
利
家
卿
‘
金
津
へ
来
り
給
へ
‘
三

高
石
許
の
鼻
紙
代
は
扶
助
す
ぺ
し
と
。
高
山
田
〈
総
は
か
る
く
共
苦
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人
々
も
宗
旨
と
ろ
ぷ
事
仕
間
敷
と
申
す
に
付
、
何
茂
上
方
へ
被
・
議
。

此
の
頃
金
滞
甚
右
衛
門
坂
の
下
に
ぽ

τれ
ん
居
た
り
。
是
も
高
山

南
坊
と
一
所
に
上
方
へ
逸
ら
る
。
鹿
長
十
九
年
の
三
月
下
旬
吉
利
支

丹
共
京
都
へ
上
渚
し
、
板
倉
周
防
諦
取
っ
て
西
国
へ
選
る
と
ぞ
問
え

け
る
と
あ
り
。
按
宇
る
に
.
内
藤
徳
庵
は
則
ち
飛
騨
守
が
事
た
る
を

別
人
と
た
し
.
飛
騨
守
の
甥
た
ど
L
蛾
せ
た
る
は
皆
越
間
た
り
と
聞

ゆ
。
駿
府
政
事
録
に
、
箆
長
十
八
年
十
二
月
十
九
日
伴
天
連
門
徒

震
ν
可
‘
有
a
御
遁
梯
一
大
久
保
相
模
守
可
ド
被
・
遁
昌
子
京
都
-
之
皆
被
a
仰
出
刊

十
九
年
正
月
廿
六
日
松
平
筑
前
守
利
光
使
札
到
来
。
商
山
右
近
糊
・

内
藤
飛
騨
守
依
』
骨
相
a
伴
天
連
宗
旨
一
捕
b

之
遁
=
京
都
板
倉
伊
賀
守
プ
英
外

宗
国
恩
書
記
録
而
献
v
之
。
と
見
b
.
叉
同
年
十
月
十
=
百
の
僚
に
‘

伴
天
連
徒
第
百
飴
輩
.
井
大
旦
郊
高
山
右
近
棚
・
内
藤
飛
騎
守
、
共

外
長
崎
中
伴
天
連
乗
-
舟
子
=
天
川
-
建
v
之
由
申
上
。
と
あ
り
。
三
州
志

槌
灘
徐
考
に
、
徳
川
記
に
云
ふ
。
鹿
長
十
九
年
三
月
七
日
高
山
右
近

を
加
州
よ
り
西
洋
固
に
放
っ
。
堅
く
耶
蘇
を
守
る
に
依
っ
て
也
。
内

藤
飛
廓
守
忠
俊
等
是
に
随
ふ
と
。
内
藤
飛
騨
守
は
徳
庵
と
続
す
。
初

め
信
長
公
陀
仕
へ
、
丹
後
一
圏
を
支
配
す
。
康
長
中
吾
が
瑞
能
公
民

仕
へ
、
四
千
石
を
賜
は
り
。
共
の
子
釆
女
姫
次
千
七
百
石
を
賜
ふ
。

金
海
古
蹟
志
巻
七

O 

し
か
ら
歩
、
此
の
宗
の
一
・
ゲ
寺
を
御
建
立
に
候
は
ど
可
b

参
よ
し
申
し

け
る
と
か
や
。
共
の
後
高
山
加
州
へ
来
り
け
り
。
共
の
頃
は
法
令
も

寛
か
た
り
け
ん
‘
金
揮
に
て
も
紺
屋
援
と
い
ふ
坂
越
に
甫
畿
寺
を
建

て
た
り
と
い
ふ
。
高
山
は
甫
紀
よ
り
来
れ
ば
と
て
、
共
の
頃
法
僻
し

て
甫
坊
と
い
へ
り
。
共
の
後
徳
川
家
の
代
と
成
り
、
此
の
宗
門
の
吟

味
強
〈
‘
慶
長
十
八
年
摘
e
禁
制
の
厳
命
下
り
て
、
改
宗
せ
ざ
る
者

は
迫
放
せ
ら
れ
し
が
、
高
山
南
坊
は
金

C
改
宗
を
乞
は
や
.
先
年
の

宇
流
食
が
約
を
守
り
て
絡
に
鑓
ぜ
ざ
り
し
か
ぽ
、
段
』
再
吟
味
の
上
甫

強
固
へ
被
v
透
け
る
。
此
の
時
甫
笹
寺
も
破
却
せ
ら
れ
し
と
問
ゆ
。
按

守
る
に
、
金
滞
紺
屋
坂
漣
に
甫
蛍
寺
を
建
立
せ
し
事
は
.
如
何
怠
る

記
録
に
撮
っ
て
載
せ
た
り
け
む
。
三
登
記
に
云
ふ
。
酸
河
の
大
御
所

家
康
公
よ
り
秀
忠
将
軍
へ
御
意
有
っ
て
、
天
下
に
流
行
す
る
吉
利
支

丹
を
制
禁
被
』
成
、
国
々
の
ば
て
れ
ん
道
場
を
ぽ
破
却
し
け
り
。
共
の

頃
江
戸
に
内
藤
飛
騨
守
と
て
大
名
あ
り
。
吉
利
支
丹
の
張
本
に
て
、

異
国
へ
港
り
被
v
遁
け
り
。
飛
騨
守
の
甥
に
内
藤
徳
庵
と

τ
二
千
石
の

身
代
に

τ金
棒
に
あ
り
け
る
を
、
是
も
吉
利
支
丹
た
れ
ば
迭
り
被
v
諮

け
る
。
共
の
時
加
州
民
高
山
甫
坊
二
高
石
也
。
字
幕
多
休
闘
は
千
五

百
石
、
が
右
兵
衛
は
千
石
、
柴
山
賢
官
五
百
石
た
り
。
此
の

・

倶
に
今
年
島
常
ヘ
放
港
せ
ら
る
o
札
鮮
は
呂
宋
の
坤
方
に
て
ア

マ
カ
ワ
と
も
ア
マ
カ
ン
と
も
呼
べ
り
と
云
々
。

O
耶
蘇
宗
教
事
略

三
州
志
擁
護
飴
考
に
云
ふ
。
耶
藤
宗
義
の
日
本
に
流
布
の
起
原
は
、

南
鐙
園
王
日
本
を
友
っ
け
ん
と
、
伴
天
連
ウ
ル
カ
ン
と
プ
ラ
テ
ン
と

の
こ
人
を
語
ら
ひ
、
ウ
ル
カ
シ
に
七
種
の
脊
物
を
粛
さ
し
め
、
永
勝

十
一
年
九
月
三
日
肥
前
長
崎
津
に
着
般
す
。
洛
甫
の
東
寺
ま
で
来

り
、
同
七
日
江
州
安
土
に
於
て
信
長
公
へ
拝
謁
し
‘
彼
の
七
種
を
献

・
予
。
公
共
の
来
朝
の
回
目
趣
を
欝
官
民
間
は
し
む
る
に
‘
共
の
園
の
宗

義
を
敏
識
せ
ん
震
と
答
ふ
。
共
の
頃
の
渇
儒
‘
法
橋
文
敬
院
議
仙
之
を

聞
き
、
我
が
紳
園
の
挫
教
に
移
化
せ
ん
事
を
歎
き
、
表
を
進
む
と
い

へ
ど
も
公
領
怠
・
・
な
く
、
京
四
保
坊
門
に
於

τ地
を
賜
ひ
、
伽
藍
を
遺
替

す
。
加
之
、
江
州
甲
賀
郡
五
百
貨
の
地
を
寄
進
し
，
甫
鐙
寺
を
建
立

し
、
而
し
宅
日
々
宗
務
停
婚
し
て
、
締
紳
よ
り
執
鞭
の
徒
に
至
り
信

者
多
し
。
蹄
依
人
の
内
加
賀
の
蹄
借
恵
俊
以
下
三
人
を
撰
び
て
、
甫

盤
寺
同
宿
奉
行
・
納
所
等
を
勤
め
し
む
。
然
る
に
天
正
二
年
の
夏
信

長
公
傍
願
る
に
‘
此
の
宗
法
邪
掛
似
た
る
を
瞬
り
‘
先
年
文
敬
院
の
諌

を
不
v
用
を
悔
い
‘
此
の
宗
敏
を
禁
断
せ
ん
と
内
議
あ
り
し
か
ど
、
小




